
表面物性高分子 M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

プラスチック製品の表面特性評価(SPM)
プラスチック製品の表面特性の評価に SPM(Scanning Probe Microscopy) が有効である。
これは先鋭な探針（プローブ）の先端で試料表面を走査しながら、試料表面と探針の先端の間に働
く相互作用を利用したもので、試料表面の凹凸形状をはじめ、表面分子との絡み合い、親水疎水性、
粘弾性、熱変形、電気抵抗などの様々な表面の物理情報をナノオーダーの３次元の画像情報として
得ることができる。さらに各種表面特性の温度依存性の情報も得ることができる。
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物理情報
測定例

PP/PMMAアロイ

PP/ ゴムアロイ

紫外線照射PP

レンズ中の異物

電気抵抗　LiB 電極　局所抵抗分布

表面電位　ポリマー表面帯電状態
　　　　　ペレット、フィルムの
　　　　　　　　　くっつき易さ

・極小異物の軟化温度を正常部と比較
・他例 )表面ブリードアウトによる軟化温度変化

表面劣化層の厚さ

・PP/ ゴムアロイの硬さの
　温度依存性
・結晶性比較

プローブ

試料

粘着テープ性能比較

探針の化学修飾

測定例

HO
HO

アロイの
組成情報

表面改質処理前後の形状変化 テーフ゜粘着性、他例 )フィルムのブロッキング性

異なる材料の表面の親疎水性
他例 )表面処理前後の比較

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
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